木に 白い 美しい 花が いっぱい さきました。 木 は 自分 

の すがたが こんなに 美しくな つたので、 うれしく てた 

まりません。 けれど だれ ひとり、 「美しい な あ」 とほめ 

て くれる ものがない のでつ まらない と 思いました。 木 

はめった に 人のと おらない 緑の 野原の まんなかに ぼつ 

んと立 つ ていたので あります。 

やわらかな 風が 木の すぐそば をと お つ て 流れて いき 

ました。 その 風に 木の 花のに おいが ふん わりの つてい 

きました。 におい は 小川 を わたって 麦畑 を こえて、 

崖つ ぷちを すべりお りて 流れて いきました。 そしてと 

うとうち ようちょうが たくさん いる じ やがい も W まで 
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